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飯舘村初期被曝評価プロジェクトの
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周辺住民の避難時期

2
国会事故調報告より
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福島第１原発事故による飯舘村住民の
初期放射線被曝評価に関する研究

平成２４年～２５年度 環境省

「放射線の健康影響に関わる研究調査事業」委託研究

飯舘村村民の初期被曝量評価
プロジェクト



米国NNSAの空中サーベイデータの用いた
Cs137沈着量マップ

NNSAのヘリコプター
サーベイ

飯舘村のサーベイ軌跡
緑（飛行機）：4月15日と5月3日

黒（ヘリコプター）：4月1日



米国NNSAの空中サーベイデータの用いた
Cs137沈着量マップ

NNSAデータに基づくセシウム137沈着量
コンタと住宅の位置



昨年度の作業：
飯舘村各地区での分布、Bq/m2
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セシウム137沈着量ヒストグラム　NNSA：飯舘村全域 1768戸
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最大：236万

最小：11.6万

平均：88.7万

SD：30万

Median：84.4万

セシウム137沈着量ヒストグラム　NNSA：飯舘村全域 1768戸
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最大：236万

最小：11.6万

平均：88.7万

SD：30万

Median：84.4万

長泥 68戸

平均 190万

大倉 34戸

平均 37万

伊丹沢 194戸

平均 71万



積算空間線量率（地表１ｍ）の計算結果
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セシウム137初期沈着：100万Bq/m2当り：

６月30日12:00（107日後）に避難したとし、それまで24時間
ずっと野外にいたとして、積算空間線量は32.6ミリシーベルト．
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あとは、

人々の行動パターンさえ分かれば

“それなりの根拠をもって”

個々人の具体的な外部被曝量を

推定できる．
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聞き取りプロジェクトメンバー

「放射線の健康影響に関わる研究調査事業」



聞き取り記録表の例
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行動記録は毎日単位で聞き取った．



聞き取り対象者と村全体の
年齢構成の比較
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10歳未満
9%

10歳代
7%

20歳代
8%

30歳代
9%

40歳代
8%

50歳代
17%

60歳代
15%

70歳代
16%

80歳代
9%

90歳以上
2%

不明
0.3%

聞き取り1812人の年齢分布

10歳未満, 
8.1%

10歳代, 9.1%

20歳代, 8.2%

30歳代, 9.1%

40歳代, 9.9%

50歳代, 17.3%

60歳代, 13.4%

70歳代, 13.9%

80歳以上, 
11.0%

飯舘村全体の年齢分布

（平成23年3月1日：6132人）



行動データが得られた1812人の
被曝量分布
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７月３１日までの外部被ばく量、ミリシーベルト

全対象者：１８１２人

平均7.0ミリシーベルト

 年齢区分別の平均初期外部被曝量 

年齢区分 人数 
平均初期外部被曝量 

ミリシーベルト 

10 歳未満 155 3.8 

10 歳代 128 5.1 

20 歳代 139 6.3 

30 歳代 171 5.5 

40 歳代 151 7.6 

50 歳代 315 8.1 

60 歳代 262 8.5 

70 歳代 292 7.5 

80 歳以上 194 7.3 



県民健康管理調査との比較
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７月３１日までの外部被ばく量、ミリシーベルト

全対象者：１８１２人

平均7.0ミリシーベルト

県民健康管理調査：飯舘村
7月11日まで

飯舘村初期被曝評価プロジェクト
7月31日まで

＜違いの原因＞
＊使ったデータの違い：線量モニタリングデータと沈着放射能
＊行動記録の単位（県民健康管理調査は時間単位で、我々は日単位） etc.
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対象者：3240人
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県民健康管理調査の外部被曝量との比較
73例
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飯舘村の人たちは避難して
また村に戻ってきた
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図８．福島原発事故後の飯舘村残留割合

全年齢：1812人

10歳未満：152人



これまでの飯舘村放射能
汚染調査
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2011/3/29 2012/3/272011/10/5

2013/3/17

飯舘村の３年間の走行サーベイデータ
車内放射線量率の推移

μSv/時

2014/4/26



長泥曲田の空間線量率の推移
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蕨平焼却場予定地歩行サーベイ
４月27日
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μSv/時



初期被曝評価の宿題

放射性ヨウ素の取り込みにとも
なう甲状腺被ばく
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初期被曝評価の残された課題：ヨウ素被曝
VIC社による大気中輸送シミュレーション結果
大気中ヨウ素131濃度の推移：3月12～3月26日
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初期被曝評価の残された課題：ヨウ素被曝
飲料水からの取込み
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飯舘村のみなさん、
ご協力ありがとう御座いました！

これからもよろしく！


